


「
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
。

一
九
五
〇
年
代
│
│
敗
戦
前
の
皇
国
史
観
を

否
定
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
英
雄
の
活
躍
や

政
権
の
変
遷
を
た
ど
る
だ
け
の
歴
史
を
批
判
し
、

「
民
衆
」「
市
民
」
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
歴
史
観

が
、
よ
う
や
く
主
流
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ

で
も
ま
だ
歴
史
は
学
者
ら
専
門
家
に
よ
っ
て
叙

述
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

三
井
三
池
、
日
鋼
室
蘭
、
近
江
絹
糸
な
ど
の

労
働
争
議
と
の
か
か
わ
り
あ
い
の
な
か
か
ら
誕

生
し
た
「
工
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
」
は
、い
わ

ゆ
る
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
労
働
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、

働
く
女
性
た
ち
の
積
極
的
な
参
加
を
え
て
、
自

分
た
ち
の
歴
史
は
自
分
た
ち
で
書
く
、
と
い
う

活
動
を
は
じ
め
た
。
こ
れ
が
「
職
場
の
歴
史
を

つ
く
る
会
」
の
誕
生
で
あ
る
。
歴
史
学
者
や
そ

の
卵
で
あ
る
学
生
た
ち
は
「
知
識
の
革
新
」
を
も

と
め
て
運
動
に
ど
っ
と
参
加
し
て
き
た
。

自
分
た
ち
の
歴
史
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
、

働
く
職
場
の
記
録
を
つ
づ
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら

な
か
っ
た
。
機
関
誌
『
職
場
の
歴
史
』
が
一
時
期

「
職
場
と
生
活
」
と
改
題
し
た
の
も
そ
の
た
め
で
、

職
場
だ
け
で
は
な
く
、ひ
ろ
く
「
生
活
」
を
記
録

す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
現
在
や
こ
れ
か
ら

を
見
つ
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
八
年
に
書
か
れ
た
職
場
の
歴
史
を
つ

く
る
会
品
川
客
車
区
の
サ
ー
ク
ル
誌
『
仲
間
に

刊行にあたって

「職場の歴史をつくる会」関連年表

竹村民郎

内容見本

年

月
事
項

１
９
５
４

6
近
江
絹
糸
争
議
始
ま
る

6
日
鋼
室
蘭
争
議
始
ま
る

10
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
発
足

１
９
５
５

3
第
一
回
総
会
開
催

5
『
歴
史
評
論
』「
職
場
の
歴
史
」
特
集
号
刊
行

6
「
職
場
の
歴
史
」
特
集
号
合
評
会

8
広
島
で
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

9
機
関
誌『
職
場
の
歴
史
』
創
刊

9
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
組
合
史
編
纂
委
員
会
と
懇
談

10
国
民
文
化
会
議
に
加
入

11
国
民
の
歴
史
運
動
批
判
に
つ
い
て
の
見
解
を
発
表

１
９
５
６

2
恩
給
局
女
子
職
員
サ
ー
ク
ル
が「
母
の
歴
史
」を
発
表

3
書
記
局
メ
ン
バ
ー
が
日
本
鋼
管
鶴
見
製
鉄
所
を
訪
問

5
河
出
新
書『
職
場
の
歴
史
』刊
行

5
深
大
寺
へ
ハ
イ
キ
ン
グ
、
職
場
の
交
流
を
行
う

9
国
民
文
化
会
議
と
協
力
、
組
合
史
編
纂
講
座
計
画

１
９
５
７

7
会
の
歴
史
の
編
纂
に
つ
い
て
議
論
す
る

7
「
運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
」
第
一
号
発
行

9
父
を
語
る
会
を
開
催

１
９
５
８

5
機
関
紙
名
を「
職
場
と
生
活
」に
変
更

１
９
５
９

12
安
保
阻
止
第
八
次
統
一
行
動
に
つ
い
て
討
論

１
９
６
０

5
『
現
代
史
の
方
法　

上
』刊
行

5
衆
議
院
で
新
安
保
条
約
強
行
採
決

6
新
安
保
条
約
強
行
採
決
に
抗
議
す
る
声
明
を
発
表

１
９
６
２

4
国
鉄
研
究
発
表
会
を
開
催

１
９
６
３

7
田
町
電
車
区
付
属
浴
場
前
で
、
田
町
ハ
ダ
カ
事
件
発
生

11
機
関
誌
第
二
〇
号
刊
行
。
田
町
ハ
ダ
カ
事
件
を
特
集

１
９
６
５

12
機
関
誌
第
二
三
号
刊
行
。
最
終
号
と
な
る

は
』
で
は
、
自
分
の
歴
史
を
集
団
で
書
く
こ
と

に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

「
自
分
の
歴
史
を
書
き
あ
げ
る
と
、
分
会
機

関
誌
に
発
表
し
、
そ
れ
を
全
会
員
や
職
場
の

人
々
に
読
ん
で
も
ら
い
、
必
ず
合
評
会
を
開
い

て
そ
の
中
で
書
い
た
人
の
考
え
方
、
生
き
方
を

自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
、
又
、
批
判
し
て
い

ま
す
。」

こ
う
し
た
批
評
活
動
は
、
職
場
の
歴
史
を
つ

く
る
運
動
に
お
け
る
す
べ
て
の
職
場
サ
ー
ク
ル

に
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
す

る
こ
と
は
、
集
団
で
「
歴
史
」
を
書
く
こ
と
が
、

書
き
手
の
対
象
化
を
う
な
が
し
、
結
果
と
し
て

自
己
の
「
発
見
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

近
年
、
全
国
的
に
若
い
研
究
者
や
学
生
の
間

で
ひ
ろ
く
一
九
五
〇
年
代
に
展
開
さ
れ
た
生
活

記
録
運
動
や
多
彩
な
サ
ー
ク
ル
運
動
と
結
び
つ

い
た
文
化
運
動
の
機
関
誌
や
文
集
な
ど
を
発
掘

し
、
そ
の
「
自
立
」
主
義
に
基
礎
を
置
く
多
く
の

作
品
に
つ
い
て
の
研
究
が
目
覚
し
く
展
開
し
て

い
る
。

今
回
復
刻
さ
れ
た
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会

の
機
関
誌
や
運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
を
網
羅
し

た
全
四
巻
の
記
録
集
は
、
時
代
が
大
き
く
動
い

た
一
九
五
〇
年
代
の
サ
ー
ク
ル
時
代
、
自
ら
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
と
め
て
職
場
に
生
き

た
若
者
た
ち
の
真
実
の
姿
を
直
視
す
る
も
の
と

し
て
、
注
目
に
値
す
る
。 

（
編
者
）



　推薦します

石
母
田
正『
歴
史
と
民
族
の
発
見
』（
一
九
五
二
年
）は
、
そ
の
時
代
に
日
本
史
を
学
ぶ
青
年
、
学

生
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
の
書
の
一
章
に「
村
の
歴
史
・
工
場
の
歴
史
」が
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
国
民
的
歴
史
学
運
動
は
現
代
の
学
問
や
知
的
世
界
で
戦
後
日
本
史
学
の
恥
部
で
あ
る
と

し
て
敬
遠
さ
れ
た
り
、
当
時
の
日
本
共
産
党
の
学
問
に
対
す
る
誤
っ
た
干
渉
と
し
て
決
着
を
つ
け

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
国
民
の
た
め
の
歴
史
学
運
動
と
並
行
し
て
、
一
九
五
四
年
、
労
働
運
動
の
な

か
か
ら
、
労
働
者
み
ず
か
ら
普
通
の
意
味
で
の
文
化
運
動
の
枠
を
は
み
だ
し
た
側
面
を
も
っ
た
職

場
の
歴
史
を
つ
く
る
運
動
が
出
発
し
た
。
こ
の
運
動
の
特
色
は
、
職
場
の
文
化
運
動
、
た
と
え
ば
生

活
記
録
運
動
が
個
人
の
身
辺
の
雑
感
と
い
う
形
に
な
り
か
ね
な
い
の
に
た
い
し
て
、
職
場
の
歴
史

を
つ
く
る
運
動
の
主
体
は
職
場
の
仲
間
た
ち
で
あ
り
、
生
産
や
生
活
に
根
ざ
し
て
職
場
の
歴
史
を

書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
史
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
職
場
の
人

た
ち
が
集
団
で
、
若
い
歴
史
家
や
学
生
た
ち
の
協
力
も
え
て
、
職
場
に
共
通
す
る
課
題
を
客
観
化

し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
彼
ら
の
歴
史
意
識
の
変
革
に
も
つ
な
が
る
。

近
年
、
全
国
的
に
若
い
研
究
者
や
学
生
の
間
で
ひ
ろ
く
一
九
五
〇
年
代
に
展
開
さ
れ
た
生
活
記
録

運
動
や
多
彩
な
サ
ー
ク
ル
運
動
と
結
び
つ
い
た
文
化
運
動
の
機
関
誌
や
文
集
な
ど
を
発
掘
し
、
そ
の

「
自
主
」主
義
に
基
礎
を
お
く
多
く
の
作
品
に
つ
い
て
の
研
究
が
さ
し
潮
の
ご
と
く
展
開
し
て
い
る
。

今
回
復
刻
さ
れ
る
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
の
機
関
誌
な
ど
の
資
料
を
ま
と
め
た
全
四
巻
は
、

ま
さ
に
二
度
と
帰
ら
ぬ
一
九
五
〇
年
代
、
文
化
の
鉱
脈
の
一
環
と
し
て
、
注
目
に
値
す
る
。

 

（
い
わ
い
・
た
だ
く
ま
）

一
九
五
〇
年
代
の
サ
ー
ク
ル
運
動
に
は
明
確
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
配
置
が
あ
っ
た
。
主

と
し
て
女
性
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
紡
績
・
紡
織
工
場
や
母
親
た
ち
の
サ
ー
ク
ル

で
は
生
活
記
録
が
盛
ん
で
、
さ
ら
に
自
ら
の
声
を
持
た
な
い
サ
バ
ル
タ
ン
と
し
て
の

母
の
歴
史
を
書
く
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
木
下
順
二
、
鶴
見
和
子
編
『
母
の

歴
史
』（
河
出
新
書
、
一
九
五
四
年
）
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
た
東
亜
紡
織
泊
工
場
の
実
践
は

そ
の
代
表
例
の
一
つ
で
あ
る
。一
方
、
軍
需
工
場
、
重
工
業
、
炭
坑
、
国
鉄
な
ど
の
労
働

者
や
大
学
生
に
よ
る
サ
ー
ク
ル
は
主
と
し
て
男
性
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、「
へ
た
く
そ
詩
」

と
も
呼
ば
れ
た
詩
が
主
要
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
。『
東
京
南
部
サ
ー
ク
ル
雑
誌
集
成
』

（
不
二
出
版
、二
〇
〇
九
年
）に
ま
と
め
ら
れ
た
下
丸
子
の
実
践
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
だ
。

こ
こ
に
ま
と
め
ら
れ
た『
職
場
の
歴
史
』サ
ー
ク
ル
の
実
践
は
、
そ
の
両
者
を
架
橋

す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
重
工
業
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
者
と
国
民
的
歴
史
学
運

動
を
実
践
し
よ
う
と
す
る
学
生
た
ち
、
あ
る
い
は
同
運
動
と
は
一
線
を
画
す
立
場
の

学
生
た
ち
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
誕
生
し
た「
工
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
」は
、
主
と

し
て
男
性
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
詩
で
は
な
く
自
分
た
ち
の
工
場
や

労
組
の
歴
史
、
そ
し
て
父
の
歴
史
を
書
こ
う
と
し
た
。
さ
ら
に「
職
場
の
歴
史
を
つ
く

る
会
」
と
な
っ
た
サ
ー
ク
ル
は
、
電
信
電
話
や
百
貨
店
の
女
性
職
員
も
加
わ
る
こ
と

で
厚
み
を
増
し
、
必
ず
し
も
男
性
中
心
で
な
い
形
に
発
展
し
て
い
く
。
欠
号
も
な
く

丁
寧
に
保
存
さ
れ
た
ガ
リ
版
の
原
資
料
を
た
ど
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
一
九
五
〇
年

代
の
サ
ー
ク
ル
運
動
の
も
う
一
つ
の
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

 

（
と
ば
・
こ
う
じ
）

現
代
史
を
つ
く
る

仕
事
と
職
場
の
記
録

岩
井
忠
熊（
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
）

女
性
サ
ー
ク
ル
と
男
性
サ
ー
ク
ル
を

架
橋
す
る
資
料

鳥
羽
耕
史（
早
稲
田
大
学
教
授
）



第
１
巻

誌
名
●
号
●
発
行
年
月（
推
定
し
た
も
の
は
＊
）●
発
行
者
は「
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
」

〈
機
関
誌『
職
場
の
歴
史
』第
1
号
〜
第
10
号
〉

職
場
の
歴
史
●
第
1
号
●
一
九
五
五
・
九

職
場
の
歴
史
●
第
2
号
●
一
九
五
六
・
二

職
場
の
歴
史
●
第
3
号
●
一
九
五
六
・
四

職
場
の
歴
史
●
第
4
号
●
一
九
五
六
・
五

職
場
の
歴
史
●
第
5
号
●
一
九
五
六
・
六

職
場
の
歴
史
●
第
6
号
●
一
九
五
七
・
一

職
場
の
歴
史
●
第
7
号
●
一
九
五
七
・
六

職
場
の
歴
史
●
第
8
号
●
一
九
五
七
・
九

職
場
の
歴
史
●
第
9
号
●
一
九
五
七
・
一
一

職
場
と
生
活
●
第
10
号
●
一
九
五
八
・
五

第
2
巻

〈
機
関
誌『
職
場
の
歴
史
』第
11
号
〜
第
23
号
〉

職
場
と
生
活
●
第
11
号
●
一
九
五
八
・
八

職
場
と
生
活
●
第
12
号
●
一
九
五
八
・
一
一

職
場
と
生
活
●
第
13
号
●
一
九
五
九
・
一

職
場
と
生
活
●
第
14
号
●
一
九
五
九
・
三

職
場
と
生
活
●
第
15
号
●
一
九
五
九
・
五

職
場
と
生
活
●
第
16
号
●
一
九
五
九
・
八

職
場
の
歴
史
●
第
17
号
●
一
九
五
九
・
一
二

職
場
の
歴
史
●
第
18
号
●
一
九
六
〇
・
一

職
場
の
歴
史
●
第
19
号
●
一
九
六
〇
・
八

職
場
の
歴
史
三
河
島
以
後
●
第
20
号
●
一
九
六
三
・
一
一

職
場
の
歴
史
20
号
特
別
附
録
●
一
九
六
三
・
一
一
＊

職
場
の
歴
史
会
創
立
10
周
年
記
念
特
集
●
第
21
号
●
一
九
六
四
・
一
二

職
場
の
歴
史
●
第
22
号
●
一
九
六
五
・
八

職
場
の
歴
史
●
第
23
号
●
一
九
六
五
・
一
二

第
3
巻

資
料
名
●
号
●
発
行
年
月（
推
定
し
た
も
の
は
＊
）●
発
行
者
は
未
記
入
の
も
の
は
す
べ
て

「
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
」あ
る
い
は「
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
運
営
委
員
会
」

〈『
運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
』第
1
号
〜
第
59
号
〉

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
1
号
●
一
九
五
七
・
七

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
2
号
●
一
九
五
七
・
八

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
3
号
●
一
九
五
七
・
九
＊

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
4
号
●
一
九
五
七
・
九
＊

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
5
号
●
一
九
五
七
・
一
〇

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
6
号
●
一
九
五
七
・
一
〇

は
つ
春
の
集
い
●
一
九
五
六
・
二
＊

会
報
第
１
号
●
一
九
五
六
・
二
＊

連
絡
会
議
の
お
知
ら
せ
●
一
九
五
六
・
三
＊

〝
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
〞の
歴
史
に
つ
い
て
●
竹
村
民
郎 

●
一
九
五
六
・
九
＊

組
合
史
編
纂
講
座
の
お
知
ら
せ
●
国
民
文
化
会
議
職
場
の
歴
史
を
作
る
会

●
一
九
五
六
・
一
〇
＊

御
招
待
●
一
九
五
六
・
一
〇

御
案
内
●
一
九
五
六
・
一
一
＊

職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
々
則
改
正
案
●
一
九
五
七
＊

〔
研
究
会
案
内
〕●
一
九
五
七
＊

会
の
水
準
を
あ
げ
る
た
め
に
●
一
九
五
七
＊

あ
ら
ゆ
る
職
場
に
サ
ー
ク
ル
を
育
成
し
よ
う
●
一
九
五
七
＊

お
願
い
●
一
九
五
七
＊

御
案
内
総
会
開
催
に
つ
い
て
●
一
九
五
七
・
三
＊

会
報
２
号
●
職
歴
機
関
誌
部
●
一
九
五
七
・
三

〔
研
究
会
文
例
〕●
一
九
五
七
・
三
＊

大
根
物
語
／
婦
対
部
長
に
は
女
性
を
●
一
九
五
七
・
四
＊

国
際
電
々
職
場
の
歴
史
を
創
る
会
発
会
の
集
い
●
一
九
五
七
・
五
＊

〝
炉
材
工
場
と
労
働
者
の
変
遷
史
〞
合
評
会
●
Ｓ
百
貨
店
職
歴
サ
ー
ク
ル

●
一
九
五
七
・
七
＊

〝
炉
材
工
場
と
労
働
者
の
変
遷
史
〞
合
評
会
●
恩
給
局
職
歴
サ
ー
ク
ル

●
一
九
五
七
・
七

１
９
５
７
年
度
第
二
回
総
会
総
会
資
料
●
一
九
五
七
・
七
＊

〔
故
竹
村
民
治
郎
氏
追
悼
〕●
故
竹
村
民
治
郎
氏
追
悼「
父
の
歴
史
を
語
る
集

い
」世
話
人
一
同
●
一
九
五
七
・
九

勉
強
会
の
お
知
ら
せ
●
一
九
五
七
・
九

か
い
ら
ん
「
職
場
の
歴
史
」第
八
号
を
お
読
み
下
さ
い 

●
恩
給
局
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
●
一
九
五
七
・
九
＊

〔
討
論
会
案
内
〕●
歴
史
評
論
編
集
部
●
一
九
五
七
・
一
〇
＊

御
招
待
●
国
民
文
化
会
議
／
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
●
一
九
五
七
・
一
〇
＊

総
会
御
案
内
●
一
九
五
七
・
一
一

お
知
ら
せ
●
職
歴
サ
ー
ク
ル
●
一
九
五
七
・
一
一
＊

現
在
ま
で
の
組
織
部
の
動
き
と
反
省
●
一
九
五
七
・
一
一
＊

三
周
年
記
念
総
会
の
討
論
の
ま
と
め
●
一
九
五
七
・
一
一

第
4
巻

〈
諸
資
料
Ⅱ
〉

お
知
ら
せ
●
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
Ｓ
サ
ー
ク
ル
●
一
九
五
七
・
一
二
＊

忘
年
会
の
お
知
ら
せ
●
一
九
五
七
・
一
二
＊

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
7
号
●
一
九
五
七
・
一
二

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
8
号
●
一
九
五
七
・
一
二

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
9
号
●
一
九
五
八
・
二

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
10
号
●
一
九
五
八
・
三

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
11
号
●
一
九
五
八
・
三

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
12
号
●
一
九
五
八
・
五

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
13
号
●
一
九
五
八
・
五

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
14
号
●
一
九
五
八
・
七

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
15
号
●
一
九
五
八
・
八

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
16
号
●
一
九
五
八
・
九

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
17
号
●
一
九
五
八
・
一
〇

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
18
号
●
一
九
五
八
・
一
一

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
19
号
●
一
九
五
八
・
一
二

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
20
号
●
一
九
五
九
・
一

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
21
号
●
一
九
五
九
・
四

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
22
号
●
一
九
五
九
・
六

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
23
号
●
一
九
五
九
・
七

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
24
号
●
一
九
五
九
・
七

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
25
号
●
一
九
五
九
・
九

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
臨
時
号
●
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
会
計
係 

●
一
九
五
九
・
一
〇

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
26
号
●
一
九
五
九
・
一
一

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
27
号
●
一
九
五
九
・
一
二

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
28
号
●
一
九
六
〇
・
二

職
場
の
歴
史
会
報〔
運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
〕●
第
29
号
●
一
九
六
〇
・
三

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
30
号
●
一
九
六
〇
・
四

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
31
号
●
一
九
六
〇
・
四

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
32
号
●
一
九
六
〇
・
六

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
33
号
●
一
九
六
〇
・
七

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
34
号
●
一
九
六
〇
・
八

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
35
号
●
一
九
六
〇
・
九

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
36
号
●
一
九
六
〇
・
一
〇

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
37
号
●
一
九
六
〇
・
一
一

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
新
春
特
集
号
●
第
38
号
●
一
九
六
一
・
一

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
39
号
●
一
九
六
一
・
一

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
40
号
●
一
九
六
一
・
三

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
41
号
●
一
九
六
一
・
四

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
42
号
●
一
九
六
一
・
五

職
歴
運
営
委
ニ
ュ
ー
ス〔
運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
〕●
第
43
号
●
一
九
六
一・
六

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
44
号
●
一
九
六
一
・
八

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
45
号
●
一
九
六
一
・
九

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
46
号
●
一
九
六
一
・
一
〇

あ
ゆ
み（
職
場
の
歴
史
）
組
合
結
成
３
周
年
記
念
●
恩
給
局
職
場
の
歴
史
を

創
る
会
／
恩
組
局
文
化
祭
実
行
委
員
会
●
一
九
五
七
・
一
二

き
か
ん
し
ゃ
●
国
鉄
職
歴
サ
ー
ク
ル
●
一
九
五
七
・
一
二

職
歴
運
動
三
年
の
経
験
を
大
切
に
し
よ
う
●
一
九
五
七
・
一
二
＊

或
る
組
合
員
の
歴
史
●
恩
給
局
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
●
一
九
五
七
＊

職
場
の
歴
史
を
読
ん
で
●
一
九
五
七
＊

個
人
の
歴
史
●
一
九
五
八
＊

あ
し
あ
と
私
の
あ
ゆ
み
●
菊
池
一
徳
●
一
九
五
八
＊

〔
入
社
式
〕●〔
デ
パ
ー
ト
店
員
〕●
一
九
五
八
＊

合
評
会
の
要
点
●
合
評
会
準
備
委
員
●
一
九
五
八
＊

新
年
宴
会
の
お
し
ら
せ
●
一
九
五
八
・
一
＊

ア
ン
ケ
ー
ト
●
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
委
員
会
●
一
九
五
八
・
一

職
歴
Ｓ
サ
ー
ク
ル
一
九
五
八
年
度
計
画
案
●
一
九
五
八
・
一
＊

職
歴
国
鉄
サ
ー
ク
ル
一
九
五
八
年
度
計
画（
原
案
）●
一
九
五
八
・
一
＊

つ
ぼ
み
号
外
●
一
九
五
八
・
二

調
査
会
報
第
二
号
号
外
●
職
歴
国
鉄
サ
ー
ク
ル
●
一
九
五
八
・
二
＊

つ
ぼ
み
●
二
号
●
一
九
五
八
・
二
＊

調
査
会
報
第
一
号
号
外
●
職
歴
国
鉄
サ
ー
ク
ル
●
一
九
五
八
・
二
＊

会
報
●
Ｓ
サ
ー
ク
ル
●
一
九
五
八
・
三
＊

〔
総
会
案
内
〕●
一
九
五
八
・
五
＊

〔
案
内
文
〕／
趣
意
書
●
一
九
五
八
・
五

合
評
会
の
お
知
ら
せ
●
一
九
五
八
・
六
＊

職
場
見
学
の
お
知
ら
せ
●
一
九
五
八
・
六
＊

機
関
誌
合
評
会
の
討
論
内
容（
第
十
号
）●
一
九
五
八
・
六
＊

つ
ぼ
み
●
職
歴
運
営
委
員
会
●
一
九
五
八
・
六

趣
意
書
●
一
九
五
八
・
六
＊

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
む
夕
に
御
参
加
下
さ
い
●
一
九
五
八
・
六

み
ど
り
の
湖
は
招
く
若
人
の
集
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
通
信
●
一
九
五
八
・
七

仲
間
に
は
●
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
品
川
客
車
区
サ
ー
ク
ル
機
関
誌 

●
一
九
五
八
・
八
＊

〝
父
母
の
歴
史
を
語
る
会
〞お
知
ら
せ
●
一
九
五
八
・
八

合
評
会
●
一
九
五
八
・
九
＊

職
場
の
歴
史
講
座
案
内
●
一
九
五
八
・
九
＊

職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
総
会
の
し
お
り
●
一
九
五
八
・
一
〇
＊

〔
案
内
〕●
一
九
五
八
・
一
一
＊

〔
合
評
会
の
案
内
〕●
一
九
五
八
・
一
一
＊

御
願
い
●
一
九
五
八
・
一
二
＊

お
知
ら
せ
●
一
九
五
八
・
一
二
＊

〔
ア
ン
ケ
ー
ト
〕●
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
機
関
誌
係
●
一
九
五
八
・
一
二
＊

〔
案
内
〕●
一
九
五
八
・
一
二
＊

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
47
号
●
一
九
六
一
・
一
一

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
48
号
●
一
九
六
一
・
一
二

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
49
号
●
一
九
六
二
・
一

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
50
号
●
一
九
六
二
・
二

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
３
・
４
月
合
併
号
●
第
51
号
●
一
九
六
二
・
四

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
52
・
53
号
●
一
九
六
二
・
五

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
54
号
●
一
九
六
二
・
六

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
55
号
●
一
九
六
二
・
七

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
１
９
６
２
・
8
・
9
・
10
合
併
号
●
第
56
号 

●
一
九
六
二
・
一
〇

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
●
第
57
号
●
一
九
六
二
・
一
一

運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
総
会
報
告
号
●
第
58
号
●
一
九
六
二
・
一
二

職
場
の
歴
史
ニ
ュ
ー
ス﹇
運
営
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
﹈●
第
59
号
●
一
九
六
三
・
七
＊

〈
諸
資
料
Ⅰ
〉

〔
工
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
案
内
〕●
民
主
主
義
科
学
者
協
会
歴
史
部
会

●
一
九
五
四
・
一
二
＊

あ
る
労
働
者
の
歴
史
●
青
山
崇
著（
卒
論
）●
一
九
五
四
・
一
二

職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
々
則
●
一
九
五
五

資
料
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
が
生
ま
れ
る
ま
で
●
一
九
五
五
＊

第
１
回
作
品
研
究
会
『
Ｎ
労
組
の
歴
史
』の
研
究
●
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る

会
作
品
研
究
サ
ー
ク
ル
●
一
九
五
五
・
二
＊

Ｎ
労
組
の
歴
史
●〔
藤
本
敏
雄
・
高
木
康
次
〕●
一
九
五
五
・
二

西
岡
製
作
所
労
働
組
合
労
働
協
約
●
一
九
五
五
・
二
＊

〔
ピ
ク
ニ
ッ
ク
へ
の
お
誘
い
〕／
幻
灯
会
と
総
会
の
お
し
ら
せ 

●
一
九
五
五
・
三
＊

幻
灯
会
と
総
会
の
お
し
ら
せ
／
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
こ
う 

●
一
九
五
五
・
三
＊

職
場
の
歴
史
を
作
る
会
ニ
ュ
ー
ス
●
№
１
●
一
九
五
五
・
三
＊

第
２
回
作
品
研
究
会
き
み
よ
の
手
記
●
一
九
五
五
・
五

職
場
の
歴
史
を
創
る
会
ニ
ュ
ー
ス
●
№
１
●
一
九
五
五
・
七

職
場
の
歴
史
を
創
る
会
ニ
ュ
ー
ス
●
№
2
●
一
九
五
五
・
八

庶
務
だ
よ
り
№
１
●
一
九
五
五
・
八

御
案
内
●
一
九
五
五
・
九
＊

職
場
の
歴
史
を
作
る
会
連
絡
会
の
お
知
ら
せ
●
一
九
五
五
・
九
＊

資
料
●
一
九
五
五
・
九
＊

「
職
場
の
歴
史
」原
稿
募
集
に
つ
い
て
●
一
九
五
五
・
一
〇
＊

職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
連
絡
会
議
の
お
知
ら
せ 

●
一
九
五
五
・
一
〇
＊

「
職
場
の
歴
史
」の
原
稿
を
募
り
ま
す
！
●
一
九
五
五
・
一
〇
＊

参
考
資
料「
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
」に
つ
い
て
●
一
九
五
五
・
一
一

お
さ
そ
い
●
一
九
五
五
＊

座
標
●
国
鉄
品
川
客
車
区
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
岡
島
博
●
一
九
五
八
＊

職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
の
し
お
り
●
一
九
五
八
＊

職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
年
表
●
一
九
五
九
・
一

合
評
会
の
お
知
ら
せ
●
一
九
五
九
・
一
＊

お
さ
そ
い
●
一
九
五
九
・
三
＊

ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
こ
う
！
●
一
九
五
九
・
四
＊

ご
あ
ん
な
い
●
一
九
五
九
・
五
＊

六
月
例
会
の
お
知
ら
せ
●
一
九
五
九
・
六
＊

〔
レ
ジ
ュ
メ
〕●
一
九
五
九
・
六

カ
ン
パ
に
つ
い
て
の
お
願
い
●
一
九
五
九
・
六
＊

〔
年
表
〕●
一
九
五
九
・
六

私
達
の
手
で
私
達
の
歴
史
を
書
き
ま
し
よ
う
●
一
九
五
九
・
九
＊

国
民
文
化
全
国
集
会
速
報
№
２
●
国
民
文
化
会
議
●
一
九
五
九
・
九

伊
勢
湾
台
風
の
被
害
を
受
け
ら
れ
た
藤
本
委
員
の
御
家
族
に
カ

ン
パ
を
！
●
一
九
五
九
・
一
〇

〔
カ
ン
パ
要
請
〕●
一
九
五
九
・
一
二
＊

特
急
の
お
し
ら
せ
！
●
一
九
六
〇
・
三
＊

出
版
の
案
内
●
一
九
六
〇
・
三
＊

職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
春
季
合
宿
と
出
版
記
念
御
案
内 

●
一
九
六
〇
・
五
＊

緊
急
の
ニ
ュ
ー
ス
№
１
●
一
九
六
〇
・
六

会
員
集
会
を
開
こ
う
●
一
九
六
〇
・
六
＊

声
明
●
一
九
六
〇
・
七

父
の
歴
史
を
か
た
る
会
に
集
ろ
う
！
●
一
九
六
〇
・
七

お
し
ら
せ
●
職
場
の
歴
史
運
営
委
員
会
●
一
九
六
〇
・
一
〇
＊

全
国
の
労
働
者
の
皆
さ
ん
へ
●
電
機
労
連
・
東
京
地
協
・
ソ
ニ
ー
労
働
組
合 

●
一
九
六
一
・
五
＊

声
明
●
職
場
の
歴
史
を
つ
く
る
会
総
会
●
一
九
六
一
・
六

お
ね
が
い
●
一
九
六
一
・
六
＊

『
特
別
研
究
集
会
』の
お
知
ら
せ
●
一
九
六
一
・
七
＊

９
月
11
日
運
営
委
員
会
報
告
●
一
九
六
一
・
九
＊

戦
後
生
活
記
録
運
動
資
料
●
一
九
六
五
＊

職
場
の
歴
史
を
作
る
会
年
表
●
一
九
六
八
＊

石
川
島
造
船
所
労
働
運
動
史
●
一
九
七
〇
・
五

職
場
の
歴
史
を
読
ん
で
●
一
九
七
〇
・
六
＊

職
場
の
歴
史
を
読
ん
で
特
集
父
の
歴
史
●
一
九
七
〇
・
一
〇

職
場
の
歴
史
●
河
出
書
房
●
一
九
五
六
・
五

歴
史
評
論
職
場
の
歴
史
特
集
号
●
民
主
主
義
科
学
者
協
会
●
一
九
五
五
・
五

収録資料




